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目的 
動物モデルを使った神経損傷後の神経再生機構の研究を通して, 基礎医学研究における実験計画⽴案, 実験⼿法, 結果のまと
めと解釈, 結果の発表方法などを修得するとともに研究倫理についても⼗分に理解する。 

授業到達目標 
（１）実験動物に対して適切な扱い方や各種の処置ができる。 
（２）疾患モデル動物を作製し, 神経機能の回復と神経再生を観察することができる。 
（３）得られた実験データの意味を考察し, 必要であれば追加実験を計画することができる。 
（４）研究結果をまとめて, 学会や論⽂で発表することができる。 
（５）新しい研究課題を提案し, 必要な実験を計画・実施することができる。 
（６）研究者が研究を進める上で必要とされる規範について説明できる。 

授業計画 
月日 曜日 時間 担当者 授業内容 

毎週 火 13:00 - 15:00 氷⾒ 直之 
脊髄損傷モデルラットを作製し, トレッドミル等を使った運動
リハビリや⾎管新生作⽤を持つ新規治療薬投与による機能回復
の効果およびその機序の検討 

毎週 水 10:30 - 12:00 中村 丈洋 モデル動物を作製し, 神経損傷の程度及び神経再生の機序につ
いての検討 

以上の研究を通して, 神経損傷後の治療介⼊がどのような機序で神経再生や機能的回復に関与するのかについて, メカニズム
の探求法や得られた研究成果を論⽂発表する技法および研究倫理について教授する。 
 
以下に修得すべき具体的な研究⼿法を挙げる。 
（１）実験動物の取り扱いと処置の方法 
（２）研究仮説と検証実験の⽴案方法 
（３）モデル動物の作製方法 
（４）各種トレーサーの投与方法と軸索伸張の解析方法 
（５）電気刺激法や治療薬の投与方法 
（６）リハビリテーションと⾏動学的解析方法 
（７）切⽚の作製と化学および免疫染色方法 
（８）各種顕微鏡での観察と取得画像の解析方法 
（９）生化学的⼿法による各種タンパクや mRNA の解析方法 
（10）データのまとめと考察方法 
（11）論⽂の作成と発表の方法 
（12）研究倫理について 

評価方法 
（１）１・２年次に中間発表へ出席する。 
（２）２年次に中間発表で発表する。 
（３）APRIN e-ラーニングプログラム（eAPRIN）の必須単元を受講する。［受講期間︓１年次に受講。］ 
（４）１週間ごとに実験内容を履修⼿帳にまとめ, 科目責任者の認定印をもらい, 学期ごとに提出する。 

課題（レポート等）に対するフィードバック 
（１）１週間ごとの実験内容報告に対し, 指導・助⾔を⾏う。 
（２）中間発表の抄録作成時に, 指導・助⾔を⾏う。 

教科書 
ISBN-9781451109542, Neuroscience : Exploring the Brain（第 4 版）, Mark F. Bear, Barry W. Connors, Michael A. 
Paradiso, Lippincott Williams & Wilkins, 2012 

参考書 
ISBN-9780071390118, Principles of neural science（5th Edition）, Eric R. Kandel, et al., McGraw-Hill Professional, 
2012 

準備学習（予習・復習等） 
（１）実験ノートを作成し, 実験計画, 内容, 得られた結果など, 記載していくこと。（１時間程度） 
（２）毎週火曜日あるいは水曜日に, 担当教員と実験データについての討議を⾏う。（１時間程度） 

修了認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連 
（１）卓越した研究成果をあげ, 神経病態および神経機能学の深い学識を獲得する。 
（２）学術研究が国⺠からの信頼, 負託に応えるものであることを理解し, ⾼い倫理観を⾝につける。 
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注意事項・メッセージ 
（１）研究成果は国際誌に投稿することを原則としている。
（２）できるだけ多くの論⽂を読み, 実験結果を英語で表現する⼒をつけておくこと。
（３）今回の研究成果が臨床応⽤可能となることが望まれる。
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